





ているが、それは（ 1 ）得られた環境情報を、フィード、パック していくことで、環境配慮
行動の促進（加藤による発表）や不確実性に対処する順応的管理と、 ( 2 ）階層に分散し
た多様な利害関係者のものの見方 ・考え方の違いを、コミュニケーションを促進すること
で相互理解に結びつけるしくみの 2つの柱からなる。後者（ 2 ）の試みの 1っとして、 GIS
（地理情報システム）を共通の土俵として、複数の利害関係者が、それぞれの立場から将
来シナリオを作成し、その突合せの過程で、互いに相手の考え方を理解しながら、現実的
な合意の方法をさぐる方法（クロスシナリオ ・アプローチ）を提案してきた。
琵琶湖は、滋賀県や淀川水系の人々にとって、さまざまな生態系サービスの源となる大
切な財産だが、陸域からの人間活動の影響が、生態系に蓄積していく中で、農業濁水をは
じめとした面源負荷をどうすれば減らしていくことができるのか。一方、稲作地帯が広が
る稲枝地域においては、農業政策の変化、食のグ、ローバル化、農村や集落の大きな変化に
よって、農業や農村の将来が真剣に検討されている。琵琶湖と稲枝地域の将来は、お互い
に無関係に決まるのではなく、それぞれの未来像が互いに深く関わってくる。その意味
で、いま、琵琶湖と稲枝地域の将来を、ともに持続的に考えるための方法が必要とされて
し、る。
本発表では、まず、急激な生態系の変化（レジームシフト）がおこる湖沼生態系を例
に、流域管理におけるシナリオアプローチの必要性と、多様な利害関係者を前提とした場
合のアプローチの限界を指摘する。琵琶湖流域における琵琶湖生態系の富栄養化を事例と
して、従来のシナリオアプローチの限界を補うクロスシナリオ ・アプローチの基本的考え
方と、 GISを使ったワークショ ップを通して、関係者が実際にコミュニケーションの促進を
支援する方法について紹介する。
具体的には、農業濁水問題を事例に、琵琶湖流域レベル（マクロスケール）での、琵琶
湖への流入負荷削減に関わる環境保全シナリオと、稲枝地区を代表に、琵琶湖周囲に展開
する農村地域の、市町村（メゾスケール）レベルでの、地域社会の将来シナリオとの関係
を考察するシステムを試作してきた（「しなりお君）） 。マクロな琵琶湖流入河川の水文
シミュレーションに、稲枝地域で、の中小河川と農業排水ネットワークを結合した、詳細な
水文シミュレーションを組み合わせることで、稲枝地域の詳細な情報が琵琶湖に流入する
濁水に反映できる水文シミュレーションモデ、ルを作成した。一方で、地域レベルでのシナ
リオの選択肢として、大規模農家支援 ・農地集積への取り組みの度合いを採用した。稲枝
地域の集落レベルで、の農業経営タイプの類型が、シナリオによってどのように変化するか
を模擬的に構築し、農業経営タイプと環境配慮、との聞に相関ができると仮定することで、
地域のシナリオ選択がどのような農業 ・農村形態となるか、その結果、琵琶湖への濁水流
入がどのように変化するかを、 GIS画面上で同時に反映する模擬的なシステムを作成した。
流域の多様な利害関係者の代表が、琵琶湖の環境保全シナリオと、各地域シナリオを構築
していく過程で、 GIS上に明示されるシナリオ選択の結果をもとに、よりよい共存シナリオ
を求めて試行錯誤しながら相互の理解を深める可能性を議論したい。
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